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Ⅱ －ブ生態系の多様性研究グル

－ＣＯＥ研究員研究概要一

イリオモテヤマネコの頭骨にみる小島'11111適応

中西希(生態系の多様性グループグループ｡2007年４月～2009年３月）

ツグ'ミ類の飛来数は２００５年冬季に著しく減少

し､ヤマネコの糞から出現するツグミ類の出現頻

度も減少した｡しかし鳥類全体の出現頻度は３ヵ

年通して変化がみられず､、イリオモテヤマネコは

availabilityが予測不能な渡り鳥に依存すること

なく生息していることが示唆された。

(2)採餌生態と頭骨形態：

両亜種の食物中の各餌動物種への依存度と採

餌0且I爵方法を､交通事故死亡個体の冑内容物を用

いて分析し､頭骨形態を特に0且I爵に関する形態と

の関連について比較解析を行った｡頭蓋。下顎共

に0且I爵に関する形質全てを含む多くの形質でイリ

オモテヤマネコの方が大きく､イリオモテヤマネコ

が顎関節の稼動にI交筋を､ツシマヤマネコは側頭

筋を､より用いていると考えられた｡冑内容物分析

からはツシマヤマネコが0且I爵が容易な小型の動

物を､イリオモテヤマネコは複数回切断しなけれ

ば嚥下できない大型の爬虫類､大型カエル類､鳥

類を採餌していることが明らかになった｡これら

のことより､ツシマヤマネコが動きの早い動物を

側頭筋により鋭い犬歯を用い素早く捕殺するのに

対し､イリオモテヤマネコは大きな列肉歯によって

大型の動物をU且I爵するために下顎が大型化し､U交

筋が発達したと考えられた。

イリオモテヤマネコは西表島の動物相に食'|'生と

その形態両方を適応させたことにより､極めて面

積の小さい島''111に生息できていることが明らかに

なった。

イ|｣オモテヤマネコＰ"onaﾉﾉLﾉﾉT/sbenga/ens/Ｓ

/"omofens/Sは琉球列島に生息する唯一のネコ

科動物であり､これまでの研究から小島膜に個体

群を維持してきた理由として､西表島動物相の豊

かさがあげられている｡またベンガルヤマネコの

別亜種であるツシマヤマネコＲｂｅＵｐｵﾉﾉL"1aが長

U奇県対馬に生息している｡２種共に生息地は島''９１

であるが､その食性は大きく異なり､ツシマヤマネ

コは大陸に生息するベンガルヤマネコと同様に小

型げっ歯類と莨虫類を主な餌としているのに対

し､イリオモテヤマネコは在来地上棲小型哺乳類

が存在しないため､餌動物をある分類群に偏るこ

となく多様な動物種を利用している｡このような

生息地による食性変異は､その生息地の餌動物相

によって大きく影響される｡また､餌動物種のサイ

ズや生態によってヤマネコの採餌行動にも変化

が現れることが予測される｡そこで本研究ではイ

リオモテヤマネコの在来地上棲小型哺乳類を欠

いた小島腿という環境への適応を､(1)西表島の

餌動物動態とイリオモテヤマネコの食性変化､(2)

同じ帛腿に生息するツシマヤマネコの食ｌｌＩ生や採餌

生態および頭骨形態との比較､から明らかにする

ことを目的とした。

(1)餌動物動態と食性：

冬季の餌動物として重要視されてきた渡り鳥の

ツグミ類の増減を自動撮影装置により､ヤマネコ

の食'１生を鬘分析により２００４～２００６年に調査し、

ツグ､ミ類の飛来数の増減に対するヤマネコの食

性の変化を調べた。
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イリオモテヤマネコ イリオモテヤマネコ(左)とツシマヤマネコ(右)の頭蓋と下顎
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